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山古墳と共通します（井 2012）が、突出する点は異なり

ます。この突出する突帯は、小美玉市（旧玉里村）の妙見

山古墳の影響とみられます（図 6上）。 

こうした特徴から、14 号墳は、舟塚山古墳よりも新し

い古墳ということができます。舟塚山古墳が 5 世紀初頭

頃の築造だと考えると、5 世紀中葉頃の妙見山古墳を挟

んで、5 世紀後葉頃の築造と考えられます。なお、⑦の

突帯間隔約 17 ㎝という特徴も、この想定とは矛盾しませ

ん。古墳時代後期になると、突帯間隔が 14 ㎝未満となる

からです（図 6下）。ただし、旧玉里村域の古墳の様相が

分からないので、突帯間隔約 17 ㎝という特徴は舟塚山古

墳群に限定された特徴である可能性もあります。 

 

まとめ 

 今回の発掘調査によって、舟塚山第 14 号墳の意義が明

らかになりました。舟塚山古墳と府中愛宕山古墳は時期

が離れていますが、その間も舟塚山古墳群で盟主墳が築

造され続けていたことが明確になりました。 

 石岡市小井戸に所在する要害山古墳（前方後円墳、墳丘

長 75m）との関係性や、埴輪の系統関係など、検討すべき

課題は多いですが、霞ヶ浦北岸地域の古墳時代中期の様

相理解に大きく貢献できる調査成果だといえます。 
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遺跡の概要  

舟塚山第 14 号墳は、茨城県石岡市北根本に所在する古

墳です。恋瀬川と山王川にはさまれた台地上に位置し、

東日本 2 位の墳丘規模を誇る舟塚山古墳（墳丘長 183m）

や府中愛宕山古墳（墳丘長 96m）をはじめ、総数 41 基か

らなる舟塚山古墳群に属しています（図 1）。舟塚山第 14

号墳は、舟塚山古墳の後円部に近接しており、舟塚山古

墳の「陪冢」だという意見もあります（瓦吹 2009；茂木

2010、p.320）。しかし、2013 年に明治大学が行った測量

調査時に舟塚山古墳よりも新しい円筒埴輪が採取され

（佐々木 2018）、陪冢ではない可能性が提起されました。

また、周濠と想定される部分が地表面に黒く浮かび上が

ることから、独立して周濠を有すると考えられました。 

そのため、舟塚山 14 号墳の本来の墳丘規模や築造時期

を明らかにするために、発掘調査を行いました。発掘調

査は、明治大学文学部の「考古学実習Ⅰ、Ⅱ」の授業の

一環として、石岡市教育委員会のご協力のもと、令和 3

年 8月 1日～6日に実施しました。 

 
発掘調査の成果 
発掘調査では現存する墳丘の南北に 1 本ずつトレンチ

を設定し、両方のトレンチで周濠を検出することができ

ました（図 2、3）。周濠は、北側では幅約 4.9m、南側で

は幅約 3.5m、地表面からの深さは約 1m でした。 

検出できた周濠をもとに古墳の規模を円墳として復元

すると、直径 31m となります。詳しくは後述しますが、

独立して周濠を有しており、規模を復元することができ

たことは、舟塚山第 14 号墳の性格を考える上で非常に重

要となります。 

 

出土品の概要  
周濠からは、埴輪片や土器片が出土しました（図 4）。

埴輪には円筒埴輪と、器種不明の形象埴輪が少数ありま

す。埴輪には黒斑がみられず、窖窯焼成と考えられます。

土器は弥生土器や平安時代の土器が出土しています。 

円筒埴輪は、墳丘北側の第 1 トレンチで多く出土して

います。特に、大きさを推定することができ、突帯の間

隔が分かる資料は注目できます（図 4-1）。 

 

 

 

 

円筒埴輪の技法的な特徴を抽出すると、①窖窯焼成、

②精選されたきめ細やかな胎土、③外面板ナデ調整がみ

られる、④丁寧な内面調整、⑤1 ㎝程度の薄手の器壁、

⑥幅は 1 ㎝前後と細身で、1 ㎝を超える突出がみられる

突帯、⑦突帯間隔が約 17 ㎝、となります。 

 

遺跡の評価  

発掘調査で得られた情報から、舟塚山第 14 号墳の位置

付けを考えたいと思います。まず、発掘によって独立し

て周濠を有することが確定したため、舟塚山古墳の「陪

冢」ではないということができます。ここでの「陪冢」

は、藤田和尊氏が規定した、1 つの大型古墳に対し⑴規

模などが劣り、⑵同時代の築造で、⑶計画的に配置され、

⑷主墳の周濠の周堤帯上に位置するか、通路など主墳の

間をつなぐ構造物がある、古墳のことを指します（藤田

1993）。14 号墳は周濠を独立して持ち、舟塚山古墳と接

しておらず、時期も異なるため、近畿地方の大型古墳に

みられる「陪冢」ではないといえます。 

また、直径 31m の円墳であることから、この古墳を「大

型」として評価できます（図 5）。茨城県や千葉県では、

古墳の大きさが、概ね 30m を境に数が減ることが分かっ

ている（曾根 2009、田中 2001）ためです。舟塚山古墳群中

の確実なものでは、前方後円墳の舟塚山古墳、府中愛宕

山古墳、21 号墳（90m？）、円墳の 13 号墳（直径 35m）に

次ぐ大きさです。14 号墳の被葬者は、舟塚山古墳に葬ら

れた大豪族の後継首長であると考えることができます。 

円筒埴輪からも、舟塚山古墳の後を継いだ豪族の奥津

城であることを傍証することができます（図 6）。先にあ

げた円筒埴輪の特徴のうち、②のきめ細やかな胎土や、

⑤の薄手の器壁は、舟塚山古墳と共通し（井 2012）、④の

丁寧な内面調整も同様の可能性があります。つまり、基

本的な製作技法が共通していることから、舟塚山古墳の

埴輪を生産した集団の後裔が、14 号墳の埴輪を製作した

可能性が考えられます。 

舟塚山古墳と 14 号墳の円筒埴輪の相違点も確認して

おきます。①の窖窯焼成や③の外面板ナデ調整は、舟塚

山古墳よりも後出する根拠となります（川西 1978、齋藤

2019）。⑥の細身で突出する突帯のうち、細身な点は舟塚
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山古墳と共通します（井 2012）が、突出する点は異なり

ます。この突出する突帯は、小美玉市（旧玉里村）の妙見

山古墳の影響とみられます（図 6上）。 

こうした特徴から、14 号墳は、舟塚山古墳よりも新し

い古墳ということができます。舟塚山古墳が 5 世紀初頭

頃の築造だと考えると、5 世紀中葉頃の妙見山古墳を挟

んで、5 世紀後葉頃の築造と考えられます。なお、⑦の

突帯間隔約 17 ㎝という特徴も、この想定とは矛盾しませ

ん。古墳時代後期になると、突帯間隔が 14 ㎝未満となる

からです（図 6下）。ただし、旧玉里村域の古墳の様相が

分からないので、突帯間隔約 17 ㎝という特徴は舟塚山古

墳群に限定された特徴である可能性もあります。 
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丁寧な内面調整も同様の可能性があります。つまり、基

本的な製作技法が共通していることから、舟塚山古墳の

埴輪を生産した集団の後裔が、14 号墳の埴輪を製作した

可能性が考えられます。 

舟塚山古墳と 14 号墳の円筒埴輪の相違点も確認して

おきます。①の窖窯焼成や③の外面板ナデ調整は、舟塚

山古墳よりも後出する根拠となります（川西 1978、齋藤

2019）。⑥の細身で突出する突帯のうち、細身な点は舟塚

石岡市北根本 明治大学大学院 冨田樹 
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塚山
つかやま

第 14 号墳 古墳時代中期後半の「大型」円墳 
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500m

図１　舟塚山古墳群の分布

図２　トレンチ配置図
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図３　トレンチ平面・断面図
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図４　出土遺物
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図５　舟塚山第 14 号墳の墳丘復元図

図６　周辺の古墳との円筒埴輪の比較


